
１年次

２

大学生入門 ②

歴史学 I ② 歴史学 II ②

教育学 ② 現代社会と教育 ②

心理学 ② 人間関係論 ②

哲学 ② 教養特別講義 ② 教養特別講義 ②

社会学Ⅰ ② 社会学Ⅱ ②

平和を学ぶ ②

ながさきを学ぶ ②

憲法Ⅰ ② 憲法Ⅱ ②

政治学 ② 経済学 ②

保健体育実技A ① 保健体育実技Ｂ ①

形形成成科科目目系系統統図図

前期 後期

１年次 ２年次・３年次

後期

市民としての社会認識

教育目標
前期

学学位位授授与与のの方方針針のの該該当当項項目目

身体と健康の自己管理

学びの転換と
コミュニケーション力の獲得

文化と人間関係の認識

社会・文化の学際的な
把握

自律自彊の「教養・倫理」

宇内和親の「人間社会の多様な文化を理解し、社会の一員としてその発展に貢献できる能力」

共通科目



外国語科目系統図

基礎英語ⅠＡ ① 基礎英語ⅡＡ ① 英語ⅠＡ ② 英語Ⅱ ② 英語Ⅲ ②

基礎英語ⅠＢ ① 基礎英語ⅡＢ ① 英語ⅠＢ ② 英語演習B ② 英語演習A ②

基礎英語ⅡＡ ① 英語ⅠＡ ② 英語Ⅱ ② 英語Ⅲ ②

基礎英語ⅡＢ ① 英語ⅠＢ ② 英語演習A ② 英語演習B ②

英語ⅠＡ ② 英語Ⅱ ② 英語Ⅲ ②

英語ⅠＢ ② 英語演習B ② 英語演習A ②

英語Ⅱ ② 英語Ⅲ ②

英語演習A ② 英語演習B ②

日本語ⅠＡ ② 日本語ⅡＡ ②
日本語Ⅲ ② 日本語Ⅳ ② 日本語演習A ② 日本語演習B ②

日本語ⅠＢ ② 日本語ⅡＢ ②

■ 英語には、下記の英語の４つの履修モデルがあり、入学後の英語プレイスメント・テストの結果を参
考にしてモデルを決定する。日本語を母語としない学生には日本語の履修モデルがある。

■宇内和親の「人間社会の多様な文化を理解し、社会の一員としてその発展に貢献できる能力」
■自律自彊の「教養・倫理」

１年次 ２年次

履履修修上上のの注注意意点点

■自分の考えを人に伝え、人の意見を理解する基本的なコミュニケーション能力を修得する。
■言語の運用力として「話す」「聞く」「読む」「書く」の４技能をバランスよく身につける。
■人間社会の多様な文化があることを理解し、自らと異なる文化をも受け入れられる素地を作る。

■ 実線はその順番で履修すべきことを推奨している

■ 点線は関係が深いことを示す

■  日本語を母語としない学生対象科目

３年次

日本語の履修系
統図（日本語を母
語としない学生対
象）

英語ⅠABから始
める履修系統図

教教育育目目標標

学学位位授授与与のの方方針針のの該該当当項項目目

基礎英語ⅡABか
ら始める履修系統
図

基礎英語ⅠABか
ら始める履修系統
図

前期

英語Ⅱから始める
履修系統図

４年次
前期後期 前期 後期 前期 後期

※英語では、上記すべての科目で英語共通テストを行います。英語共通テ

ストは、前期・後期ともに学期末試験期間の４週から３週前の１週間に設定

されます（時間帯は、昼休みと５時間目）。受講者は履修している授業がな

い時間帯を選び、必ず受験してください。英語共通テストはオリエンテーショ

ン時に行った「クラス分けテスト」と同じ形式で行います。正確な日時は学期

中に掲示を行いますので、必ずチェックして受験してください。

共通科目



前期

情情報報・・キキャャリリアア科科目目系系統統図図

教育目標

■情報社会でのマナーや法令遵守の精神を修得する。
■情報通信技術を活用する能力を修得する。
■自らのキャリアを明確に描き、実現するための能力を修得する。

１年次 ２年次

履修上の注意点

後期 前期 後期

■ 実線はその順番で履修することを推奨している

■ 　破線は関連する科目の受講順序を示す

■ キャリア教育は、大学全体の教育課程で構築されていることに注意する

■ 　(一点鎖線) 関連科目

■ (点線) 形成科目の中の導入教育のための科目

■ (太線) 必修科目

自分が所属する 各教育プログラム、コースの履修系統図を参照すること

４年次３年次
前期 後期前期 後期

全開講科目   ※各自が所属する教育プログラム、コース等の履修系統図を参照すること

　情報科学　　 ②

情報と社会　　②

インターンシップ ② 将来計画フォーラムⅠ ① 将来計画フォーラムⅡ ①

情報機器活用演習 ②

パーソナルコンピュータの基礎　②　情報基礎　　 ②

情報オフィスアワー　

大学生入門　　②

情
報
機
器
活
用
演
習
の
受
講
要
件

は
シ
ラ
バ
ス
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照
の
こ
と
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目
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力学Ⅰ ② 力学Ⅱ ② 電磁気学 ②

熱力学 ②

微分方程式 ② 数理統計学 ②

微分積分学Ⅰ ④ 微分積分学Ⅱ ④ 微分積分学Ⅲ ②

線形代数学Ⅱ ② ベクトル解析 ②

線形代数学Ⅰ ②

複素関数論Ａ ② 複素関数論Ｂ ②

代数学Ａ ② 代数学Ｂ ②

力学Ⅰ ② 力学Ⅱ ② 電磁気学 ②

熱力学 ②

※ 微分方程式 ② 数理統計学 ②

基礎数学 ③ 微分積分学Ⅰ ④ 微分積分学Ⅱ ④ 微分積分学Ⅲ ②

線形代数学Ⅱ ② ベクトル解析 ②

線形代数学Ⅰ ②

複素関数論Ａ ② 複素関数論Ｂ ②

代数学Ａ ② 代数学Ｂ ②

■ 点線は関係が深いことを示す

理数科目および基礎科目の系統図(工学科)

学学位位授授与与のの方方針針のの該該当当項項目目 履履修修上上のの注注意意点点

【理１】自然科学の基礎知識の修得 ■実学実践の「自然科学に関する基礎知識の修得」 ■理数科目と基礎科目の科目群は全ての科目が左記の教育目標と学位授与の方針の該当項目のために配置されている。

【理２】自然現象を扱う際の科学的で論理的な思考法の修得 ■創意創新の「論理的思考」 ■理数科目と基礎科目の科目群においては、他のどの科目群にも増して履修時の順次性が重要である。

【理３】専門科目を学修するための基礎知識、技能を修得 ■ 実線はその順番で履修すべきことを示す

教教育育目目標標：：理理数数1100科科目目はは全全てて以以下下のの３３つつがが該該当当

後期

■学生は自らの状況に合わせて、以下の２通りの履修計画モデルのいずれかを選択できる。

■図の中の※印の微分積分学Ⅰと力学Ⅰの順次性に関しては、微分積分に関して力学の中で説明することで対応する。

■ 二重枠科目は共通科目系の理数科目を表す

１年次 ２年次 ３年次
前期 後期 前期 後期 前期

通
常
履
修
系
統
図

フーリエ変換
ラプラス変換

②

プログラミング
基礎

②
プログラミング

応用
②

(注)電気電子工学コース必修

データサイエンス

入門
②

フーリエ変換
ラプラス変換

②

プログラミング
基礎

②
プログラミング

応用
②

基
礎
数
学
か
ら
始
め
る
系
統
図

データサイエンス

入門
②



力学Ⅰ ② 力学Ⅱ ② 電磁気学 ②

熱力学 ②

微分方程式 ②

微分積分学Ⅰ ④ 微分積分学Ⅱ ④ 微分積分学Ⅲ ②

統計概論 ② 数理統計学 ② ベクトル解析 ②

線形代数学Ⅰ ② 線形代数学Ⅱ ②

情報代数学 ② 代数学Ａ ② 代数学Ｂ ②

データ構造とアルゴリズム ② プログラミング基礎I ②

力学Ⅰ ② 力学Ⅱ ② 電磁気学 ②

熱力学 ②

※ 微分方程式 ②

基礎数学 ③ 微分積分学Ⅰ ④ 微分積分学Ⅱ ④ 微分積分学Ⅲ ②

統計概論 ② 数理統計学 ② ベクトル解析 ②

線形代数学Ⅰ ② 線形代数学Ⅱ ②

情報代数学 ② 代数学Ａ ② 代数学Ｂ ②

データ構造とアルゴリズム ② プログラミング基礎I ②

理数科目および関連基礎科目の系統図(総合情報学科)

学学位位授授与与のの方方針針のの該該当当項項目目 履履修修上上のの注注意意点点

【理１】自然科学の基礎知識の修得 ■実学実践の「自然科学に関する基礎知識の修得」 ■理数科目と基礎科目の科目群は左記の教育目標と学位授与の方針の該当項目のために配置されている。

教教育育目目標標：：理理数数1100科科目目はは全全てて以以下下のの３３つつがが該該当当

１年次 ２年次 ３年次

【理２】自然現象を扱う際の科学的で論理的な思考法の修得 ■創意創新の「論理的思考」 ■理数科目と基礎科目の科目群においては、他のどの科目群にも増して履修時の順次性が重要である。

【理３】専門科目を学修するための基礎知識、技能を修得 ■ 実線はその順番で履修すべきことを示す

■ 点線は関係が深いことを示す

後期

■学生は自らの状況に合わせて、以下の２通りの履修計画モデルのいずれかを選択できる。

■図の中の※印の微分積分学Ⅰと力学Ⅰの順次性に関しては、微分積分に関して力学の中で説明することで対応する。

■ 二重枠科目は共通科目系の理数科目を表す

■ 破線科目は工学科専門科目系列基礎科目を表す。コース関連などで関係する。

前期 後期 前期 後期 前期

フーリエ変換
ラプラス変換 ②

基
礎
数
学
か
ら
始
め
る
系
統
図

フーリエ変換
ラプラス変換 ②

通
常
履
修
系
統
図

共通科目



主主要要科科目目おおよよびび基基礎礎科科目目のの系系統統図図　　((工工学学科科船船舶舶工工学学ココーースス　　船船舶舶工工学学ププロロググララムム))

■■ 教教育育目目標標ととカカリリキキュュララムム
船舶工学プログラムのコア･カリキュラムとして、「流体系」、「浮体基礎系」、「構造系」、「設計系」の 4 本の科目群の

柱を用意し、その周辺に「基礎系」、「総合系」の科目群を加えたカリキュラム構成としています。具体的な学修成果と
して、以下【船 1】～【船6】に記す能力を獲得することを教育目標とします。【船 1】～【船 4】が、船舶工学プログラムの
コア･カリキュラムに対する学修成果、【船5】【船6】が、技術者倫理を学ぶ「総合系」、修学基礎能力を養う「基礎系」に
対する学修成果です。

工業科教育法Ⅰ② 工業科教育法Ⅱ② 職業指導Ⅰ ② 職業指導Ⅱ ②

図学 ④ 工学概論 ② 技術と倫理 ②

プロジェクトⅠ ② プロジェクトⅡ ② プロジェクトⅢ ② プロジェクトⅣ ②

工学フォーラム ② 船舶海洋工学基礎実験 ② 工場実習 ②

流体力学Ⅰ ② 流体力学Ⅱ ② 船体抵抗推進論②

船体運動論 ②

造船幾何 ② 浮体静力学 ② 船体復原論 ②

数値計算法 ②

材料力学Ⅰ ② 材料力学Ⅱ ② 構造力学 ② 卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ ⑤

船体構造 ② 船体強度論Ⅰ ② 船体強度論Ⅱ ②

機械力学Ⅰ ②

機械材料学 ②

ＣＡＤ基礎 ② 船舶ＣＡＤ ②

造船設計Ⅰ ② 造船設計Ⅱ ② 造船設計Ⅲ ② 造船設計Ⅳ ②

造船設計Ⅰ演習① 造船設計Ⅱ演習 ① 造船設計Ⅲ演習① 造船設計Ⅳ演習①

船舶設計論 ② 現代造船技術論②

必修科目 選択科目

浮浮
体体
基基
礎礎
系系

【【船船22】】浮浮体体静静力力学学的的基基礎礎力力
浮体静力学的基礎力をテーマに、船舶の浮体としての静力学
的な基礎を学び、流体系や構造系の専門科目の理解に繋げる
ことができる能力を習得する。

構構
造造
系系

【【船船33】】構構造造力力学学的的応応用用力力
構造力学的応用力をテーマに、材料力学、構造力学、機械材
料学を学ぶことにより、船舶の構造強度を把握し、構造設計に
応用できる能力を習得する。

設設
計計
系系

【【船船44】】造造船船設設計計能能力力
造船設計能力をテーマに、船舶設計の実践力を身に付けるた
めに、CADや造船設計を演習しながら系統的に学び、製図の形
に纏め、設計の基礎能力を習得すると共に、ICTを用いて、作
図・解析して適正に判断することができる能力を習得する。

前前　　期期 後後　　期期

船船
舶舶
工工
学学
ココ
ーー

スス

船船
舶舶
工工
学学
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

総総
合合
系系

【【船船55】】技技術術者者倫倫理理
技術者倫理をテーマに、技術者としての基本的知識を習得し、
将来モノづくりに携わる技術者に相応しい技術者倫理を醸成す
る。

基基
礎礎
系系

【【船船66】】修修学学基基礎礎能能力力
修学基礎能力をテーマに、船舶工学を学ぶ上での動機付けや
実験の基礎を学ぶことにより、自主的にテーマを計画し、問題を
解決し、報告書に纏めることができる能力を習得する。

流流
体体
系系

科科目目群群とと教教育育目目標標
11　　年年　　次次 22　　年年　　次次 33　　年年　　次次 44　　年年　　次次

前前　　期期

【【船船11】】流流体体力力学学的的応応用用力力
流体力学的応用力をテーマに、流体力学を学ぶことにより、船
舶の流力性能を把握し、抵抗推進性能や運動性能の設計に応
用できる能力を習得する。

後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期

工学部



主主要要科科目目おおよよびび基基礎礎科科目目のの系系統統図図　　((工工学学科科船船舶舶工工学学ココーースス　　海海洋洋工工学学ププロロググララムム))

■■ 教教育育目目標標ととカカリリキキュュララムム
海洋工学のコア･カリキュラムとしての「海洋系」、「浮体基礎系」、「構造・流体系」、「設計系」の 4 本の科目群の柱を

用意し、その周辺に「基礎系」、「総合系」の科目群を加えたカリキュラム構成としています。具体的な学修成果として、
以下【海1】～【海 ６】に記す能力を獲得することを教育目標とします。【海 1】～【海 4】は、海洋工学プログラムのコア･
カリキュラムに対する学修成果、【海 5】【海 6】は技術者倫理を学ぶ「総合系」、修学基礎能力を養う「基礎系」に対する
学修成果です。

工業科教育法Ⅰ② 工業科教育法Ⅱ② 職業指導Ⅰ ② 職業指導Ⅱ ②

図学 ④ 工学概論 ② 技術と倫理 ②

プロジェクトⅠ ② プロジェクトⅡ ② プロジェクトⅢ ② プロジェクトⅣ ②

工学フォーラム ② 船舶海洋工学基礎実験 ② 工場実習 ②

海洋工学 ② 海洋資源学 ② 海洋空間利用学 ② 海洋エネルギー学 ②

海洋生物と環境 ② 海中ロボット工学 ②

操船学同演習 ③

造船幾何 ② 浮体静力学 ② 船体復原論 ②

数値計算法 ②

船体構造 ② 材料力学Ⅰ ② 材料力学Ⅱ ② 構造力学 ② 卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ ⑤

流体力学Ⅰ ② 流体力学Ⅱ ② 船体運動論 ②

機械材料学 ②

ＣＡＤ基礎 ② 船舶ＣＡＤ ②

造船設計Ⅰ ② 造船設計Ⅱ ②

造船設計Ⅰ演習① 造船設計Ⅱ演習 ①

必修科目 選択科目

【【海海44】】海海洋洋構構造造物物設設計計能能力力
海洋構造物の設計能力をテーマに、設計の実践力を身に付け
るためにCADや造船設計を演習しながら系統的に学び、製図
の形に纏め、設計の基礎能力を習得するとともに、設計のICT
を用いて、作図・解析して適正に判断することの出来る能力を
習得する。

【【海海11】】海海洋洋工工学学基基礎礎力力
海洋把握能力をテーマに、海洋の持つエネルギー資源、鉱物
資源、水産資源、空間資源に着目し、これらを開発するために
必要な工学的基礎知識を把握し、海洋構造物の設計に応用で
きる能力。加えて、海洋実技を体験することによる、シーマン･
シップの涵養。

浮浮
体体
基基
礎礎
系系

【【海海22】】浮浮体体静静力力学学的的基基礎礎力力
浮体静力学的基礎力をテーマに、海洋構造物の浮体としての
静力学的な基礎を学び、構造系の専門科目の理解に繋げるこ
とができる能力を習得する。

構構
造造
・・
流流
体体
系系

【【海海33】】構構造造設設計計的的応応用用力力
構造設計的応用力をテーマに、流体力学を学ぶことにより海洋
構造物に作用する外力を把握するとともに、材料力学、構造力
学、機械材料学を学ぶことで海洋構造物の構造強度を把握し、
これらを総合して構造設計に応用できる能力を習得する。

前前　　期期 後後　　期期

船船
舶舶
工工
学学
ココ
ーー

スス

海海
洋洋
工工
学学
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

総総
合合
系系

【【海海55】】技技術術者者倫倫理理
技術者倫理をテーマに、技術者としての基本的知識を習得し、
将来モノづくりに携わる技術者に相応しい技術者倫理を醸成す
る。

基基
礎礎
系系

【【海海66】】修修学学基基礎礎能能力力
修学基礎能力をテーマに、海洋工学を学ぶ上での動機付けや
実験の基礎を学ぶことにより、自主的にテーマを計画し、問題を
解決し、報告書に纏めることができる能力を習得する。

海海
洋洋
系系

科科目目群群とと教教育育目目標標
11　　年年　　次次 22　　年年　　次次 33　　年年　　次次 44　　年年　　次次

前前　　期期

設設
計計
系系

後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期



主主要要科科目目おおよよびび基基礎礎科科目目のの系系統統図図　　((工工学学科科機機械械工工学学ココーースス))

工学フォーラム ② 工学概論 ② 機械工学演習Ⅰ ② 工場実習 ② 機械工学演習Ⅱ ② 技術英語 ②

機械設計 ② 機械工学ゼミ ② 技術者コミュニケーション実習 ②

材料力学Ⅰ ② 材料力学Ⅱ ② 材料強度学 ②

機械材料学 ②

機械力学Ⅰ ② 機械力学Ⅱ ② 振動工学 ② トライボロジー ②

機構学 ② 航空工学 ②

流体工学Ⅰ ② 流体工学Ⅱ ② 流体機械 ②

工業熱力学 ② 伝熱工学 ②

内燃機関 ②

機械製図 ② 機械CAD ② 機械設計製図 ② 自動車工学 ② 数値計算法 ②

エネルギー工学 ②

ロボット工学実習 ② 自動車工学実習 ②

工学基礎実験 ② 機械工学実験Ⅰ ② 機械工学実験Ⅱ ②

技術と倫理 ②

電気回路Ⅰ ② 電気回路Ⅱ ②

電気工学基礎Ⅰ ② 電気工学基礎Ⅱ ② 電子工学基礎 ② アナログ回路Ⅰ ② アナログ回路Ⅱ ②

デジタル回路基礎 ② デジタル回路設計Ⅰ ② デジタル回路設計Ⅱ ② 集積システム設計 ②

ロボット工学概論 ② 計測工学 ② メカトロニクス ②

制御工学 ②

コンピュータシステム ② オペレーティングシステム ② 組込みシステム ②

データ構造とアルゴリズム ② プログラミングⅠ ② プログラミングⅡ ②

プログラミング基礎 ② プログラミング応用 ②

工業科教育法Ⅰ ② 工業科教育法Ⅱ ② 職業指導Ⅰ ② 職業指導Ⅱ ②

情報基礎 ②

卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ ⑤

　現代社会においては、単に機械分野に限らず、情報・電子を含めた幅広い学際的知識を持つ機械技術者が要請されています。
　そこで、機械工学コースでは、ものづくりの基幹となる機械工学を中心に幅広い知識を持った即戦力のある技術者教育を目指す「機械システム工学プログラム」と、機械工学を基盤とし、中でもにロボット技術に特化した知識を有する技術者教育を目指す「ロボット
工学プログラム」の２つのプログラムを用意しました。

機機械械工工学学系系統統

電電気気・・電電子子工工学学系系統統

情情報報・・制制御御工工学学系系統統

44　　年年　　次次

前前　　期期 後後　　期期

工工
学学
科科

機機
械械
工工
学学
ココ
ーー

スス

基基礎礎科科目目

外国語科目

形成科目

共共通通科科目目系系列列

そそのの他他

理数科目

専専門門科科目目系系列列

情報・キャリア科目

基礎科目

教教育育目目標標

11　　年年　　次次 22　　年年　　次次 33　　年年　　次次
科科目目群群

前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期



主主要要科科目目おおよよびび基基礎礎科科目目のの系系統統図図　　((工工学学科科機機械械工工学学ココーースス・・機機械械シシスステテムム工工学学ププロロググララムム))

必修科目 選択科目 コアプログラム

⑤

工学基礎実験 ②

ロボット工学実習 ②

機械設計製図

自動車工学実習 ②

機械工学実験Ⅰ ②

卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ卒卒業業研研究究にによよるる技技術術者者総総合合力力のの育育成成
・問題設定能力とその解決能力の育成
・プレゼンテーション技術の育成
・機械設計者として独り立ちできる技術者の育成

IITT利利用用技技術術のの習習熟熟
・C言語によるプログラミングの基礎知識の習得
・実際のモータ・センサー制御をビジュアルプログラミングにより行うロボット制御の理解
・卒業研究における総合的なIT利用技術の習得

プログラミング基礎 ② プログラミング応用 ②

ロボット工学実習 ②

ももののづづくくりり教教育育のの徹徹底底
・機械の動作原理の理解とその応用力の育成
・機械制御とロボット製作による機構の理解とその応用力の育成
・機械設計計算および製図能力の育成

現現象象のの観観察察力力・・理理解解力力のの育育成成
・基本的な物理現象の理解と実験の行い方の習得
・専門科目に関わる物理現象の観察と理解
・基礎的な機械加工における現象の観察と理解

機械工学実験Ⅰ ② 機械工学実験Ⅱ

②

②

共通科目系列・外国語 技術者コミュニケー
ション実習

情報基礎 ② 共通科目系列・情報・キャリア

技術と倫理 ②

②

共通科目系列・形成

共通科目系列・理数

専門科目系列・基礎

数値計算法 ②

機械製図 ② 機械CAD ② 機械設計製図 ②

専門科目系列　・　電気・電子工学系統

専門科目系列　・　情報・制御工学系統

内燃機関 ②

エネルギー工学 ②

自動車工学 ②

流体機械 ②

航空工学 ②

機械設計 ②

工業熱力学 ② 伝熱工学 ②

制御工学 ②

流体工学Ⅰ ② 流体工学Ⅱ ②

計測工学 ②

機械工学演習Ⅰ ②

機械工学ゼミ ②

前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期

工場実習 ② 機械工学演習Ⅱ ②工学概論 ②

44　　年年　　次次

材料力学Ⅰ ② 材料力学Ⅱ ② 材料強度学 ②

機械設計 ②

前前　　期期 後後　　期期

技術英語 ②

教教育育目目標標

　現代社会においては、単に機械分野に限らず、情報・電子を含めた幅広い学際的知識を持つ機械技術者が要請されています。
　本プログラムは、履修生が自らの判断で学ぼうとする専門科目を選択できるようにすることで、専門にとらわれない幅広い知識、基礎学力と論理的解析力ならびに応用力が
　備わるような教育を目指し、上記を目標とした即戦力のある技術者教育を目指します。

科科目目群群のの学学習習・・教教育育目目標標
11　　年年　　次次 22　　年年　　次次 33　　年年　　次次

工工
学学
科科

機機
械械
工工
学学
ココ
ーー

スス

機機
械械
シシ
スス
テテ
ムム
工工
学学
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

基基礎礎教教育育のの徹徹底底

・4つの力学を中心とした専門知識の習得

・機械製図に必要な作図法の知識および各機械要素に関する知識と描き方の習得

・数学，物理学の知識の習得

・広い視野で物事を捉えるために必要な一般教養の習得

工学フォーラム ②

振動工学 ② トライボロジー ②

機構学 ② メカトロニクス ②

機械材料学 ②

機械力学Ⅰ ② 機械力学Ⅱ ②



主主要要科科目目おおよよびび基基礎礎科科目目のの系系統統図図　　((工工学学科科機機械械工工学学ココーースス・・ロロボボッットト工工学学ププロロググララムム))

必修科目 選択科目 コアプログラム

②② 電子工学基礎 ② アナログ回路Ⅰ ② アナログ回路Ⅱ

情報基礎 ② コンピュータシステム ② オペレーティングシステム ②

フーリエ変換ラプラス変換 ② 制御工学 ②

プログラミングⅡ ②

線形代数Ⅱ ② 計測工学 ②

卒卒業業研研究究にによよるる技技術術者者総総合合力力のの育育成成
・問題設定能力とその解決能力の育成
・プレゼンテーション技術の育成
・総合的なIT利用技術の習得
・機械設計者として独り立ちできる技術者の育成

⑤

ロロボボッットト製製作作にに関関すするる知知識識のの習習得得
・機械制御とロボット製作による機構の理解とその応用力の育成
・ロボット製作に必要な電気・電子回路に関する知識の習得
・ロボット制御の理解と応用力の育成
・ロボット制御に必要不可欠なプログラミング能力の育成

ロボット工学実習 ②

電気回路Ⅰ ② 電気回路Ⅱ ②

電気工学基礎Ⅰ ② 電気工学基礎Ⅱ

組込みシステム ②

データ構造とアルゴリズム ② プログラミング基礎 ② プログラミング応用 ② プログラミングⅠ

線形代数Ⅰ ②

②

メカトロニクス ②

集積システム設計 ②

ロボット工学概論 ②

微分積分学Ⅰ ④ 微分積分学Ⅱ ④ 微分方程式 ②

デジタル回路基礎 ② デジタル回路設計Ⅰ ② デジタル回路設計Ⅱ ②

機械製図 ② 機械CAD ②

ももののづづくくりり教教育育のの徹徹底底
・機械の動作原理の理解とその応用力の育成
・機械設計計算および製図能力の育成

機械工学実験Ⅰ ② 機械工学実験Ⅱ ②

機械設計製図 ②

44　　年年　　次次

流体機械 ②流体工学Ⅰ ② 流体工学Ⅱ ②

工業熱力学 ②

②

機構学 ②

前前　　期期 後後　　期期

技術英語 ②

航空工学 ②

伝熱工学 ②

前前　　期期 後後　　期期

工場実習 ②

工学基礎実験 ②

共通科目系列・理数

②

自動車工学 ②

共通科目系列・形成

情報基礎 ② 共通科目系列・情報・キャリア

機械製図 ② 機械CAD ②

技術と倫理 ②

機械設計製図 ②

工工
学学
科科

機機
械械
工工
学学
ココ
ーー

スス

ロロ
ボボ

ッッ
トト
工工
学学
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

基基礎礎教教育育のの徹徹底底

・4つの力学を中心とした専門知識の習得

・機械製図に必要な作図法の知識および各機械要素に関する知識と描き方の習得

・数学，物理学の知識の習得

・広い視野で物事を捉えるために必要な一般教養の習得

工学フォーラム ②

共通科目系列・外国語

機械力学Ⅰ ②

機械工学ゼミ ②

材料力学Ⅰ ② 材料力学Ⅱ ② 材料強度学 ②

専門科目系列・基礎

内燃機関 ②

エネルギー工学

現現象象のの観観察察力力・・理理解解力力のの育育成成
・基本的な物理現象の理解と実験の行い方の習得
・専門科目に関わる物理現象の観察と理解

卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ

技術者コミュニケー
ション実習

②

自動車工学実習 ②

教教育育目目標標

　現代社会においては、単に機械分野に限らず、情報・電子を含めた幅広い学際的知識を持つ機械技術者が要請されています。
　本プログラムは、幅広い知識、基礎学力と論理的解析力、ならびに応用力が備わるばかりではなく、さらにロボット製作に関して必要不可欠な知識を習得できるような教育を目指しています。

科科目目群群のの学学習習・・教教育育目目標標
11　　年年　　次次 22　　年年　　次次 33　　年年　　次次

機械力学Ⅱ ② 振動工学 ② トライボロジー ②

機械材料学

前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期



主主要要科科目目おおよよびび基基礎礎科科目目のの系系統統図図（（建建築築学学ココーースス））

教教育育目目標標

■キーワード　文化芸術を理解できる能力、社会の仕組みを理解できる能力、環境問題の基本を理解できる能力、建築技術の進展に対応できる能力、建築を設計できる能力、建築分野の職能を理解できる能力

専専

門門

科科

目目

総総合合系系・・技技術術者者倫倫理理

工学概論 ② 技術と倫理 ② 数値計算法 ② 職業指導Ⅰ ② 職業指導Ⅱ ②

工学フォーラム ② 西洋建築史 ② 日本建築史 ②

建築概論 ② 建築学海外研修 ②

建築製図A ③ 建築製図B ③ 建築設計製図ⅠA ③ 建築設計製図ⅠB ③ 建築設計製図ⅡA ③ 建築設計製図ⅡB ③

図学 ④ 建築CAD ② 建築設計製図SA ③ 建築設計製図SB ③

造形デザイン ②

建築設計・計画の基礎能力 建築計画A ② 建築計画B ②

都市・まちづくりの基礎能力 都市計画 ②

環環境境・・設設備備系系

環境工学Ⅰ ② 環境工学Ⅱ ② 環境工学実験 ①

建築設備基礎 ② 建築設備計画 ② 研究ゼミナール ②

材材料料・・構構造造系系

建築一般構造 ② 木質構造 ② 鉄筋コンクリート構造 ② 鋼構造 ② 卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ ⑤

④ 構造力学ⅡA ② 構造力学ⅡB ②

建築材料 ② 建築施工 ②

専専門門総総合合系系

建築法規 ② 住生活文化論 ② 建築学演習 ③

現代建築事情 ②

② 必修科目 ② 選択必修または選択科目

前前　　期期前前　　期期 後後　　期期
11　　年年　　次次 22　　年年　　次次 33　　年年　　次次

後後　　期期前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期

建築学全般の応用能力

建築材料の基礎・応用能力

建築図面・文章などの基礎表現能力

　本学の建築学コースは、建築の計画・意匠系、環境・設備系、材料・構造系の、企画、設計、施工、運用に当たり、必要な能力をもつ人材を養成することを教育目標とする。目標を達成するため、１年次から４年次にわたり、最初は
基礎的、概説的なものから、次第に専門性の強いもの、応用的なものへとカリキュラムを配列している。工学・技術的な科目から文化・芸術的な科目まで、幅広く知識を習得し、人々の様々な生活の場を創造する力を身につけること
を目指す。

計計画画・・意意匠匠系系（（建建築築製製図図））

44　　年年　　次次

構造力学Ⅰ

後後　　期期

建築構造の基礎・応用能力

建築環境・設備の基礎・応用能力

建築学全般の基礎能力

科科目目群群のの学学習習・・教教育育目目標標

技術者としての基本的知識・技能・倫理



科目群の学習・教育目標

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

１ 年 次
前 期 後 期

２ 年 次
前 期 後 期

３ 年 次
前 期 後 期

４ 年 次
前 期 後 期

工学的基礎学力（電気回路）【電E1】

工学的基礎学力（電子回路）【電E1】

情報・通信技術応用能力【電E2】

制御応用能力【電E3】

エレクトロニクス応用能力【電E4】

電子応用能力（エネルギー発生、伝送、変換）【電E5】

計測技術・製作能力【電E6】

電気電子術者総合力【電E7.1】

科目群の学習・教育目標

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

１ 年 次
前 期 後 期

２ 年 次
前 期 後 期

３ 年 次
前 期 後 期

４ 年 次
前 期 後 期

工学的基礎学力（電気回路）【電E1】

工学的基礎学力（電子回路）【電E1】

情報・通信技術応用能力【電E2】

制御応用能力【電E3】

エレクトロニクス応用能力【電E4】

電子応用能力（エネルギー発生、伝送、変換）【電E5】

計測技術・製作能力【電E6】

電気電子術者総合力【電E7.1】



科目群の学習・教育目標

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

１ 年 次
前 期 後 期

２ 年 次
前 期 後 期

３ 年 次
前 期 後 期

４ 年 次
前 期 後 期

工学的基礎学力

情報基礎学力

データサイエンス基礎能力

IoTシステム設計・応用能力

■学習・教育目標
IoT（Internet of Things）プログラムでは、サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムを実現するため、
全てのモノがつながり、様々な知識や情報が共有されるための技術を身に着け、社会に役立つ製品・技術を生み出す
ことのできる人材を養成することを目標とします。

電気電子術者総合力【電E7.1】

２０２４年度入学生



２
０
２
４
年
度
入
学
生



これまで習得した知識・能力を駆使し，研究遂行のため調
査・計画・立案・実行・成果報告・論文発表等を主体的に行う



主要科目および基礎科目の系統図（知能情報コース　2024年度以降入学生）

２０２４年度入学生



知能情報プログラムの系統図（知能情報コース　2024年度以降入学生）



AIシステムプログラムの系統図（知能情報コース　2024年度以降入学生）

２０２４年度入学生



主主要要科科目目おおよよびび基基礎礎科科目目のの系系統統図図（（ママネネジジメメンントト工工学学ココーースス））  22002244年年度度入入学学生生
■■教教育育目目標標

実線は非常に強い関係(履修順序を含む)があることを示す
破線は強い関係(履修順序を含む)があることを示す
必修科目を表す
隔年開講科目を表す

ゴシック科目名 基礎科目を表す
科目名(*) コース関連分野として受講を推奨している科目

カカリリキキュュララムム内内科科目目群群ととそそれれららのの学学習習目目標標

大学生入門 ②

インターンシップ ② ②

総合情報学フォーラム ① 総合情報学キャリアⅠ ① 総合情報学キャリアⅡA ① 総合情報学キャリアⅡB ① 総合情報学キャリアIIIA ① 総合情報学キャリアIIIB ①

情報基礎演習B ② 商業科教育法Ⅰ ② 商業科教育法Ⅱ ② 職業指導(商業)Ⅰ ② 職業指導(商業)Ⅱ ②

知能情報学概論(*) ② プログラミング基礎Ⅱ(*) ② プログラミングⅠ(*) ② ソフトウェア設計論(*) ②

プログラミング基礎Ⅱ演習(*) ②

情報デザイン論(*) ②

プログラミング基礎Ⅰ ②

Webデザイン ② WebアプリケーションⅠ ② WebアプリケーションⅡ ②

データ構造とアルゴリズム ② 情報セキュリティ概論 ② データベース基礎 ② ネットワークとセキュリティ ②

情報基礎 ②

情報基礎演習A ① パーソナルコンピュータの基礎 ② 情報科学 ②

社会学I ② 社会学II ② 情報と社会 ② 情報化社会における労働と職業倫理 ②

心理学 ② 生命保健福祉学 ②

人の構造及び機能(*) ② 公衆衛生学(*) ② 医学概論(*) ② 臨床生理学(*) ②

生物学概論(*) ② 生命環境工学概論(*) ② 生態系の保全とビオトープ(*) ② 環境マネジメントシステム(*) ②

土壌学(*) ②

MプロジェクトⅠ ② MプロジェクトⅡ ② MプロジェクトⅢ ② MプロジェクトⅣ ②

MECゼミⅠ ② MECゼミⅡ ② MECゼミⅢ ④ 卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ ⑤

マネジメント工学概論 ② 経営管理論 ②

経済学 ②

簿記 ② 財務会計 ② 原価会計 ②

原価会計 ② 財務会計 ②

技術マネジメント ②

スポーツマネジメント ②

ファイナンス概論 ② 観光学概論 ②

観光学概論 ② ファイナンス概論 ②

リーダーシップ論 ② 経営戦略論 ②

経営戦略論 ② リーダーシップ論 ②

経営法学 ② アントレ―プレナー論 ②

アントレ―プレナー論 ② 経営法学 ②

マーケティング論 ②

生産と品質の管理 ② 数理計画法 ② オペレーションズ・リサーチ ②

オペレーションズ・リサーチ ② 数理計画法 ②

イノベーションマネジメント ② 地域活性化マネジメント ②

地域活性化マネジメント ② イノベーションマネジメント ②

社会情報システム ② ビッグデータ分析 ②

ビッグデータ分析 ② 社会情報システム ②

データサイエンス入門 ② 統計概論 ② 数理統計学 ②

データサイエンス実験Ⅰ ① データサイエンス実験Ⅱ ①

情報代数学 ②

社会学I ② 社会学II ② 情報と社会 ② 情報化社会における労働と職業倫理 ②

心理学 ② 生命保健福祉学 ②

人の構造と機能(*) ② 医学概論(*) ② 臨床生理学(*) ② 看護学概論(*) ②

生物学概論(*) ② 生命環境工学概論(*) ② 生態系の保全とビオトープ(*) ② 環境マネジメントシステム(*) ② 環境と法(*) ②

土壌学(*) ②

MプロジェクトⅠ ② MプロジェクトⅡ ② MプロジェクトⅢ ② MプロジェクトⅣ ②

MECゼミⅠ ② MECゼミⅡ ② MECゼミⅢ ④ 卒業研究Ⅰ ⑤ 卒業研究Ⅱ ⑤

ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
工工
学学
ココ
ーー

スス
カカ
リリ
キキ

ュュ
ララ
ムム

微分積分学I④、微分積分学II④、微分積分学III②、代数学A(*)②や代数学B(*)②

総総
合合

社社会会環環境境科科目目群群
人や社会との関係を考えるための基礎的な知識を修
得する

自自然然環環境境科科目目群群
自然環境との関わりを考えるための基礎的な知識を修得する

ママネネジジメメンントト工工学学実実践践科科目目群群
自らの考えを整理して発信し、それまでに得た能力を活用
して、マネジメント工学実践に向けた知識と技能を修得す
る

自自然然環環境境科科目目群群
自然環境との関わりを考えるための基礎的な知識を修得する

数数学学基基礎礎科科目目群群
統計活用に必要な数学的知識を修得し、論理的思考力を
養う

基礎数学③、線形代数学I②や線形代数学II②

統統計計活活用用基基礎礎科科目目群群
統計活用に関する基礎的な知識と技能を修得する

経経営営工工学学基基礎礎科科目目群群
経営工学に関する基礎的な知識と技能を修得する

情情報報シシスステテムム＆＆情情報報活活用用科科目目群群
情報システムの基礎知識や各種データの活用による課題
発見と課題解決に関する基礎的な知識と技能を修得する

総総合合情情報報系系キキャャリリアア形形成成科科目目群群
総合情報学科の卒業生(技術者)としてのキャリア形成に
向けた基礎知識と技能を修得する

44　　年年　　次次
前前　　期期 後後　　期期

企業や組織の経営(運営)に欠かせない、3者(部署のリーダー、全体の管理者、社会や自然との調整者)の視点を養い、経営工学における基礎的な知識と技能を修得させ、併せ
て目標達成への過程における問題の発見およびその解決に必要な知識と技能を修得させ、それらを基に新たな問題の発見や解決に向けて自らが論理的に検討し実践できる能
力(【マ１】,【マ２】,【マ３】,【マ４】,【マ５】)の獲得を目標とする。具体的には、獲得能力に対応した以下の分野の基礎的な知識や技能を修得させ、その修得過程において3者の視
点を養う。さらに、チームワーキングやフィールドワークを組み入れて、協働作業や現場重視の意識を高める。( )内は、主に獲得を目指す能力(一部を含む)を意味する。

・キャリア形成(【マ４】) ・ICT活用(【マ２】,【マ５】) ・経営工学(【マ１】,【マ３】) ・統計活用(【マ２】) ・総合(【マ３】,【マ４】,【マ５】)

一一般般キキャャリリアア形形成成科科目目群群
キャリア形成のための基礎知識と技能を修得する。 将来計画フォーラム

前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期 前前　　期期 後後　　期期
11　　年年　　次次 22　　年年　　次次 33　　年年　　次次

キキ
ャャ
リリ
アア
形形
成成

社会環境科目群
人や社会との関係を考えるための基礎的

な知識を修得する

統統
計計
活活
用用

II
CC
TT
活活
用用

経経
営営
工工
学学

情情報報系系関関連連科科目目群群
情報系(プログラミングと情報デザイン)のさらなる知識と技
能を修得する

ママネネジジメメンントト工工学学実実践践科科目目群群
自らの考えを整理して発信し、それまでに得た能力を活用
して、マネジメント工学実践に向けた知識と技能を修得す
る

ススタターートトアアッッププ科科目目群群
学習の動機付けと経営や経済の基本概念を修得する

会会計計科科目目群群
会計に関する基礎的な知識と技能を修得する

IICCTT活活用用科科目目群群
ICT活用の基礎技能を修得する

IICCTT基基礎礎科科目目群群
ICT活用のための基礎的な知識を修得する

総総
合合

経経営営基基礎礎科科目目群群
経営(運営)の基礎的な知識と技能を修得する

社社会会環環境境科科目目群群
人や社会との関係を考えるための基礎的な知識を修
得する

マネジメント工学の

コアカリキュラム



教育目標
生命環境工学コースでは、以下に示す学修成果を達成することを教育目標とする。 必修科目

【生 1】 環境科学　…　生態学と分析化学を発展させ、生態工学と衛生工学の知識と技術を修得する 実線はその順番で履修すべきことを示す

【生 2】 生物資源工学　…　生物資源の有効活用を目指した環境調節工学と生命工学および食品科学の知識と技術を修得する 点線は関係が深いことを示す

【生 3】 省エネルギー工学　…　オフィスや工場における省エネルギー化を実行できる知識と技術を修得する

大学生入門 ② インターンシップ ② 将来計画フォーラムⅠ ① 将来計画フォーラムⅡ ①

情報基礎 ②

総合情報学フォーラム ① 総合情報学キャリアI ① 総合情報学キャリアIIA ① 総合情報学キャリアIIB ① 総合情報学キャリアⅢA ① 総合情報学キャリアⅢB①

データサイエンス入門 ② 生命環境工学ゼミI ② 生命環境工学ゼミII ②

情報セキュリティ概論 ② データベース基礎 ② 生命保健福祉学 ② 技術マネジメント ② 卒業研究I ⑤ 卒業研究II ⑤

データ構造とアルゴリズム② プログラミング基礎I ② 環境シミュレーション ②

情報代数学 ② 統計概論 ② 数理統計学 ②

データサイエンス実験I ① データサイエンス実験II ①

生命環境工学概論 ② 環境マネジメントシステム② 環境と法 ② 地域環境モニタリング ②

生物学概論 ② 生態系の保全とビオトープ② 生態の科学 ② 生態環境工学実験 ②

生態系調査法 ②

化学概論 ② 環境毒性学 ② 環境分析学 ② 環境化学実験 ② 環境衛生工学 ②

環境化学基礎実習 ② 生物化学 ② 生命倫理学 ② バイオテクノロジー実習②

有機化学 ②

地学概論 ② 土壌学 ② 環境調節工学実験 ② 栽培環境管理学 ② 農産物利用学 ②

食品化学 ② 栄養化学 ②

応用微生物学 ②

物理学概論 ② 電気工学基礎I ② 省エネルギー工学基礎② 省エネルギー工学I ① 省エネルギー工学II ① 省エネルギー工学実践②

物理学実験 ②

総合情報学部他コースの概論科目 マネジメント工学概論 ② 知能情報学概論 ②

工業熱力学 ② 伝熱工学 ②

電気機器 ② 電気法規・電気施設管理 ②

電気回路I ② 電気回路II ② 電気回路III ②

環境工学I ② 環境工学II ② 建築設備基礎 ② 建築設備計画 ②

医学概論 ② 臨床生化学Ⅰ ① 公衆衛生学 ② 臨床生理学 ②

看護学概論 ② 臨床免疫学 ① 病理学概論 ①

人の構造及び機能 ② 臨床薬理学 ① 生産と品質の管理 ②

省エネルギー工学･･･オフィスや工
場における省エネルギー化を実行
できる知識と技術を修得する。

省エネルギー工学プログラム関連
科目･･･省エネルギー工学プログ
ラムを選択した学生が受講でき
る、省エネルギー工学のコース専
門科目を補完する他コース・他学
部の科目。

衛生工学プログラム関連科目･･･
衛生工学プログラムを選択し、食
品衛生管理及び食品衛生監視員
養成課程を履修する学生が受講
できる、他コース・他学部の科目。

生
命
環
境
工
学
コ
ー

ス

環境科学･･･生態学と分析化学を
発展させ、生態工学と衛生工学の
知識と技術を修得する。

コ
ー

ス
関
連
科
目

生物資源工学･･･生物資源の有効
活用を目指した環境調節工学と生
命工学および食品科学の知識と

技術を修得する。

大学生として必須の基礎能力の修
得と、課題を自ら発見し、解決のた
めの計画を立て、実行していく能
力を修得する。

総合情報学科およびコースの学び
の内容と社会のつながりを把握
し、情報技術の基礎知識から応用
する技術までを修得する。

主要科目および基礎科目の系統図（生命環境工学コース）

情報化社会における労働
と職業倫理

②

前期 後期

３年次１年次
前期 前期後期

２年次 ４年次
前期 後期 後期

総合情報学部



―
 

―

年
度入

学生２２０２系
統図

教
職課

程

職職業業指指導導ⅡⅡ（（商商業業）） ②②

職職業業指指導導ⅡⅡ ②②

教教職職実実践践演演習習 ②②

（（中中・・高高））

教育目標

■教職の意義について理解を深める

■教育場面で必要とされる基礎理論について理解する

■教育理論及び指導法について具体的な理解を深める

■生徒指導・教育相談に必要な基礎知識の習得と最小限のスキルを獲得する

教 職 概 論 ※ ②

理理科科教教育育法法ⅠⅠ ②②

特特別別支支援援教教育育論論 ②②

教育制度論 ※ ②

教育心理学 ※ ②

教育原理 ※ ②

生生徒徒・・進進路路指指導導論論 ②②

理理科科教教育育法法ⅡⅡ ②②

道徳教育論 ※ ②

教育課程論 ※ ②

教教育育相相談談論論 ②②

商業科教育法Ⅰ ②

情情報報科科教教育育法法ⅠⅠ ②②

工工業業科科教教育育法法ⅠⅠ ②②

理科教育法Ⅲ ※ ②

教教育育方方法法論論 ②

特特別別活活動動論論論論 ②②

商商業業科科教教育育法法ⅡⅡ ②②

情情報報科科教教育育法法ⅡⅡ ②②

工工業業科科教教育育法法ⅡⅡ ②②

理科教育法Ⅳ ※ ②

総総合合的的なな学学学学修修のの
時時間間のの指指導導法法 ②

職職業業指指導導ⅠⅠ（（商商業業）） ②②

職職業業指指導導ⅠⅠ ②②

教職課程 系統図 年度入学生

必修科目

※中学校教員免許取得希望者は必修

教職課程の科目は、５つのカテゴリーを越えて有機的に関連をもっている。このため矢印等の表記をすると錯綜するので、表記しない。

１ 

期 

年 次 ２ 年 次 

後 

３ 年 次 ４ 年 次 科目群の学習・教育目標

前 後 期 前 期 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

 教職の意義

教育の基礎理論

教育課程及び指導法

これらの１ ４科目は専門科目として開講する

る

 生徒指導

教教育育実実習習ⅠⅠ ③③

②教育実習Ⅱ ※
教育実習及び
教職実践演習

教職課程　系統図　2024年度入学生

教職


